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健康の社会的決定要因を臨床現場に実装する
社会的バイタルサイン（SVS）を用いた患者評価の手法
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患者個人を取り巻く

健康の社会的決定要因を

どのように評価し

どのように改善するか？

臨床現場で患者個人に適用する

評価・介入ツールの開発が必要

社会的バイタルサイン（Social vital Signs: SVS）（堀毛清史）

「人間らしく生活している証」を示すもので

「人間は 社会的存在 であり、その状況に関する 情報、兆候」を意味する

本活動の背景

プライマリケアで健康の社会的決定要因（SDH）を検討する重要性については，すでに多数の報告がある

ただし、SDHはもともと社会疫学の概念であり、そのままでは臨床の現場で適用することが難しい

主な問題点は２つ ①用語、概念が混乱している ②具体的な実践の方法論が確立されていない

今後の展望

・SVS各項目の妥当性評価

・理論的裏づけの検証

・アウトカム評価

手法の
確立

実践と
普及

・様々な状況での有用性の検証

・学生～ベテラン、多職種を含めた

「使い勝手の良さ」の追求

社会生活を反映し、経時的に変化しうる項目（SVS）としてHEALTHの6項目を抽出

SVSとライフコースとの相関を示すマトリックス（アクションシート）を開発

患者の意向・価値観を根底に、実情や介入策を多職種で共有・探索する方法論を構築

Learning social frailty ensuring an 

upstream approach: rules and tactics

LIFE SUPPORTカンファレンス

レクチャー・ワークショップの様子
Human relations（家族関係や近所付き合い）

Employment （仕事の内容や収入）

Advanced ADL （趣味・活動・生きがい）

Literacy/Learning（教育課程・入手可能な情報源）

Taking food, clothing, shelter （衣食住）

Health care systems （医療・介護・福祉サービス）

HEALTHの6項目

・どこに問題があるのかを知ることで，「中腰で粘る」ことができるようになった

・患者の情報を持ち寄る際に多職種が共通言語で話すことができる

日本プライマリ・ケア連合学会
健康の社会的決定要因委員会公式facebookページより引用

カンファレンス・実践を通じての感想（抜粋）


